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フランス17世紀における市民階級の女性

後半の調刺丈学を中心として

赤 木
）＝ip

美 子

Les　fem［mes　de　la　Bourgeoisie　au　XVIIe　siさcle．

Fumiko　AKAGI

　　Deux　motifs　essentiels　qui　nous　font　cholsir　r6tude　des艶mmes　de　la　Bourgeoisie　au　XVエ王e

slさcle　en　France　sont　sLlivants．

　　Premiさreme飢，　r6manclpatlon　des　femmes　de　cette　classe，　devenue　un　ph6noinさne　assez

remarquable　dans　la　deuxlさme　moiti6　de　ce　siさde．　ProfitaDt　de　Yascenslon　de　la　classe　h

iaquelle　elles　apPartenaient，　ces　bourgeoises　ont　commenc6　b　ouvrir　（les　salons，　ム　m玉eux　s，

instruire　et　par　lh，　a　exercer　quelque　三nfluence　sur　玉a　litt6rature　de　cette　6poque　et　sur　王es

id6es　nouvelles　de　ce　temps，　id6es　qui　allaient　pr6dom圭ner　au　siさcle　des　Lum圭さres．

　　Deuxiさmement，　le　peu　d’6tudes　consacr6es　uniquement　il　ce　su　jet．

　　1玉ne　serait　donc　pas　inut隻le　d’essayer　de　d6gager　que王ques　aspects　int6ressants　des　documents

dont　nous　clisposons。

　　Dans玉e　Ier　chapltre，　nous　avons　6tudi61’6ducation　des　filles　bourgeoises　et　leur　mariage

fond6s　sur　cette　ld6e　de　d6pendance　et　de　servi℃ude．

　　Dans　le　de疑xiさme　chapitre，　en　feuilletant　certaines　oeuvres　satiriques　contre　les　femmes，　contre

les王naris　et　contre　la　mode　nouve｝le，　nous　avons　constat6　que　de　no凱bre登ses　cr三tiques

essayaient　d’am61iorer　la　dure　situation　des　femmes．　Pour　Ie　mar三age　surtout，　nous　avons

observ6　un　nouveau　couyant　al玉ant　5　1’encontre　de　1，atttorit6　pa亀ernelle　abso玉ue　et　favorisant　la

llbert6　de　ram・ur　et　la圭ibert6　du　ch・ix　de　le疑r　6P・ux．Ωu・ntき1’6ducati・n　des　filles，　n6us

sommes　encore　loin　du　temps　oh　les　femmes　pourront　cul之iver　leur　raison　et　s’instr鷺lre　dans

£outes　sortes　d’6tudes．　Cependant　nous　avons　trouv6　ull　bon　nombre　d’exemp董es　de　bottrgeo呈ses

d6sirant　ardemment　s，instmlre　et　nous　avons　consta重6　que　leurs　efforts　n’6tqient　pas　vains，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



　Ces　observatioiユs　nous　an玉さnent　2t　conclure　que　cl6jh　au　XVIIe　slさcle，三1　y　ava三t　en　germe

certalnes三d6es　nouvelles　qui　voat　apPar乏1宝tre　chez　Vo！taire，　chez　MoPtesquieu　et　chez｝es

Encyclop6clistes　en　particulier，　ridee　de　la　l三bert6　du　mariage　et　celle　de　1’6galit6　intellectuelle

（les　deux　sexes．

　どの世紀についても，そうであろうが，特にフランxの17凱紀文学は，その時代の女性の研究

なしには，本質を捉えることが出来ない場合が多い。激紀前半以来，貴族の女性の・…一部は，殆ん

ど凡ての政治豹事件に介入し，騒々驚くべき勇気と，注揖すべき役割を果した。また，もっと多

くの女性がサロンの中心として，文学の強力な擁護者であり，慧眼な批評家であり，幽身すぐれた

作者でもあった．この女性達も，中枇以来の束縛の中に育てられ，教育らしい教冑も受けず，女

｛生の隷属と無能力を原期とする法穣の下に生きていた（1）のだが，しかし，こうしたハンディキャ

ップにもかかわらず，その能力を現実に証明し，具体約な震例を残したことによって，我々に希

望を与えてくれる時代なのである。

　これら貴族の女性に，ついド⊂は，歴史や文学史の中に，その輝かしい姿を求めることも織来るし，

特牙ilに：潜かれた伝記も多く，資料も少くない。しかし’17枇紀の女性観を正確に知るためには，数

においてずっと多かった他の階級についても調べなければならないのが当然で，そうして始めて

費族の女性の活躍も正しく位搬ずけられる筈である，礒々の階級の女性観の研究に先立ち，ここ

では貴族の次の階級である市民階級（2）の女性について調査してみることにした。やがて18澱紀の

思想，文化の中心となるこの階級が，既に17世紀に着々その祉会的政治i；｛勺影響ソ」を，拡大しつつ

あったことが，先ずそれを取上げる繁…・の理由であるが，更に注klしてみると，17糧紀後半この

階級の女性が，その知的能力を1申ばし始め，その活動が一・つの大きな社会現象となり始めたらし

いことに気がつくからである。彼女逮は，その属する階級の上昇に伴い，社会の道徳観，制度，

風翠の中に自分の方法を持込み，拡げはじめる。そしてやがてみずからその中心となる18既紀の

風潮の崩芽を，既に17漁紀に準備し始めるのである。　MollさreのLes　P・r6ciet・tses　7・iclicztlesも

Les　Fe7｝ynes　Savantesも，凡てこの階級を郷楡していることを思い出さねばならない。彼女達

は上の階級に憧がれ，それを模撤し，笑われ乍らも，やがて肩を並べ，そして遂には追いこして，

織 く“ 働えば，G．　Fagnlez：La　Fε｝｝猟eε言la　Soc｛ete　francaise伽ls　la　Premiere㈱漉e磁

XVIIe　sibcle，　1929，　p．　138

　　（2）Bourgeolsieの意。フランス17機紀において，この霞藥がどういう階級を指すかについては，拙

論「1e　Carclinal　de　Retzの罵衆観」（rフランス17世紀文学」，　No．1，1966）P．35－36

り
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元気よく進んでゆく。17世紀から18世紀への患想の進展は，この階級をおいては考えられないので

ある。それにも拘わらず，資料も少いため，女性の発展を描いたすぐれた研究，例えば，Reynierの

LαFemme　aj・t　xv　ze　sibcie，1933などでも，それだけでは取上げられず，まとまった研究は存

在しない。現在の段階では，まだ完全とは云えないけれども，集っただけの資糾で，その大体を

ここにまとめてみることは，無駄ではないと思われる。

　調査の方法として，第一・章で，この階級では女性がどうあるべきだと考えられていたかを調べ，

結婚と教育に問題をわ1うhた。策二章では，蝋時の颯刺詩，小説，劇を調べることによって，実際

に女性がどうであったかを明かにした。そして更に，その中でも新しい改革へ向う流れを追い，

この階級の女性がどの様な発展と進歩をとげつつあったかを調べた。川いた資料は，最も有用で

あったFuretiさreのRonzαn　bOtt，rgeois（3），　Sa圭lresの数々，Molillreの喜劇などであるが，そこに

扱われているのは，procureurや，　avocat，　rlche　marchandの階級が目立って多かったため，結果

的には，窃民階級の中でも民衆に近い下層部については，言1罎部：1来なかった。

第　　一・　　灘

　先ず始めに，市斑階級においては，女性は…体どんな役割を期待されていたのだろうか。17轍

紀末（1684年），すぐれた女子教育論ωをかいたF6nelonは，その第…章で，鴇然が女性を精神

的にも身体的にも男性より一層弱くつくったと規定し（p．4），その義務は，家庭にあり，炎を幸

福にし，子供を育てることだと述べている。この意見は，17幽世紀から18世紀にかけて教育論を幾：

いた入々，M’・6de　Mal雌enon，　Fleury，　M”tede　Lambert，　Rollinなどにも冤られるから，17，18　l！lr紀

を遍じて，最も権威ある，最も普遍に受入れられたものと兇てよいであろう。これらの教育家の

間では，どんな新しい教育方法や，新しい視野が見られることがあoても，この二つの基本的な

考えがゆらぐようなことはなかった。これから調べてゆこうとしている女性の理想像，女性の地

位，女性の教育，或は女性の楓刺さえ，凡てこの広く受入れられた考え方から種々に発展したも

のであり，この二大原則を抜きにしては考えられないのである。

　もし市毘階級の女性観の中に，甥期酌な新しい点が冤嵐され始める時が来るとすれば，それは

この原則に正面から抵触するものでなければならない筈である。その時始めて時代は変ったと云

い得るであろうし，女性にとって，新しい思想がやって来たと云えるであろう。そしてそれには

震｛三　　《3）　　texte 匙ま　Le　Ro7nan　bourgeois，　Ro’jnanc・iers　du　XI〆Ile　sibcte，　P．1）．　A．　Aclain，1958，　Bi乏》’iothbqtte

de　ta　Pfe舞ade．

言主　　（4＞　1）θ　1’EdZtcat・ion　des　Fi〃es，　Oeuvres　de　F6nelon，1）aris， 玉823，　ton、e　17
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18世紀を待たなければならなかったのである。しかし乍ら，思想は教育者の論文の中で突然変り，

現われるものではない。17世紀後半は，この1：：大原則を守り乍ら，よりよい方法を模索し，より

妥当な方向へと進みつつ，刻々に新しい時代を準講して行ったにちがいない。当時の市毘階級の

女性を扱った様々な資料を忠実に見てゆくことによって、その脊後に，移り変る時代の現実を捉

えることが出来ると恐われる。

　ところで，先にのべたように，女性は男性よりも…・段劣？た存在であり，女性の役割は家庭に

あるのだが，そのためにどういう風に教冑され，どういう風に結婚して家庭を持つのがよいとさ

れていたであろうか。先ず結婚までの教育のあり方を見てゆき9eい。

Sny　dier　g．の　La　P6ζ1αgog詑el？．　Fγαnce　a’tex　XVIP　et　XV　III“S・i2cleS，1｛　65　によると，一般

に17匿紀の数育の根本原理は，女性に隈らず，人間の弱さをもとに，人聞不僑を大簡提として行

われていた。即ち，入間は本来悪へ向う傾向があり，この世は悪に満ちているので，子供はその

悪に染まぬよう世間から隔漸嚢し，監督することによってのみ，悪い影響から守り得るというので

ある。アダムの骨からつくられ，生涯父そして夫に従属すべきものである女性が．男の子より一

摺殿聞のことを知らされず，隔離，監督のもとにおかれたことは当然であった，1666年発表され

た　FuretiさreのRoman　bo’urgeois（Illl’人物語）｛＆，今日では余り読まれないが，当時の市民黙

級の生活を克明に描写したことで貴鍛なものとされている，その中の女主入公でProcureur（代
i

訴人）の娘であるJavotteの生活を読むと市民！警級の女性がどんなに世間から隔離され監督され

ていたかがうかがわれる。主人公，砦い弁護士がJavotteに初めて会うのは，彼女が寄附集めの

ために教会にいた時で，之はまたとない機会であった。ヂ乏いうのは，彼女は決して母親に付添わ

れないで外出することはなく，その母は娘を非常に控えめに暮させていたから，外ででも家でで

もどんな男とも，話をさせることはなかった」（p．909）のである。主人公は，娘に再び会おうとし

て，唯一の方法をとる。即ちその父と親しくなり家に招いてもらう。「が，女達の部屋はまるで小さ

なハレムのように男目になっていて」（p．　912），食卓でも，峯時の女大学とも云うべきCivilit6　Puerile

に従い「一需もものを欝わず，擦もあげず，食後は母と共にレース編みか壁掛の仕事をしに部屋に

こもってしまう」（p．912）。彼女に会うためには，結婚の申込をその父にするしかなかった。契約

書が取交わされて，始めて，「彼はもう少し自由に，即ち榔屋の一偶で，そして一寸離れて仕事を

している母親の前で，彼女に会うのを許された」（p．916）。この様に市民階級の家庭の躾けはきび

しく，全くの無知と無垢の中において，夫になる人に手渡すのが理想とされていた。Moliさreは

L’Ecole　des　Fe7nmesのJ・｝」で，こうした女子教育を手酷しく批判したが，　Arnolpheのやり方は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



もし自分と結婚させるつもりでさえなければ，当時としては異常でも何でもなかったでのある。

　さてこうした躾けから考えて，結婚にも娘の意志が一切考慮されなかったのは訟うまでもない。

そして之も最初にあげた女性の劣性という大原刷から導き禺され，等しく甫民階級の閥に受入れ

られていた考えである。同じ「町人物語」の中で，娘の婚約が定った代訴入に，その友人が御祝

いをのべて言う言葉，「こんな風に畢くかたずけなさるのはいいことですな。女の子は見張りが大

変だから，夫の手に渡してしまえば，今度は責任がそちらへ行って父親は助かります」（P．942）

は，この象二情をよく示している。そして女性は無知無能なのであるから，夫の選択に当っても父

の権利は絶対なものである。Javotteが，父の選んだ求婚者を見て，「ああママン，あんな人ほん

とうに嫌だわ」と雷うと母は唯「お黙リチビさん，おまえはどんな入がおまえに相応しいかわか

らないんだよ」とだけ答えている。（p．959）。やがてこの結婚に娘が反対すると，その父は「自分

に相応しいものを知るCとの轟来ない若いもの3と大演説を始める（p，1011）。

　それでは，絶対権を有する父親は，一体どんな規準で娘の結婚相手を選ぶのか。ここでもまた当

人同志の好悪など問題にもならない。隅r人物語」には，Tariffe　ou　6va］tiati◎n　des　parties　sortab｝es

pour　faire　facilement　les　mariagesという面白い衷が載っている。試みに…部を抜葦してみると，

　　，。u＿。，・・ll，⑩。・，ux　m、・・，1ivre、　e。｝，11し1y，。。、。＿c、an、、。　P。，。、s）。。。1、

　mariage，　ou　environ，　jusqu，　ti　six　mme　livres・　　　　　l　　　petit　commis，　sergent　ou　solliciteur　de　procez．

1

　Pour　cel正e　qu玉aslx　mille　livres，　et　au－dessus，

jusqu’adouze　mille　1玉vres．

　Un　marchand　de　soye，　drappier，　mouleur　de

bols，　procureur　du　Chastelet，　maistre　d’hoste正

et　SeCretaire　de　gra訟d　Se三9鍛eUr．　　（P．919）

となっている。これは，「息子と娘を結婚させのは金袋を他の金袋と結婚させるようなものなの

で，……人間の換算表をつくったもの」なのである。1697年ゴこ出たSuite　des　Caracteres　de

TheoPhraste（5）の中では，「結婚はいつだって立派な取引だった。娘は…種の商品で，片方はどん

な値段ででも厄介払1、・したがっているし，賛手は難しい条件でしか折含わないという代物だ。」（6）

と云われている。以上の例は楓刺的誇張があるが，結婚が「子孫の繁栄と財産の保持のためにな

　　　（5｝　Jacques　Brillon：Suite　des　Cai’aoteres　de　TheoPhraste　et　des　Pens6es　de　M「Pascα1，　1698，

La難aye．

註（6）ttl．e　lnarlage　tユ6t6　de　t・ut　temps　un　h・nnete　c・mmerce…1es　filEes　s・nt　une　espece（le

marchandise　d（）nt　les　u証】s　veし11ent　se（lefaire　a　quelque　prix　que　ce　soiちet　dont　les　autres　ne　s’

accommo（Eent　que　sous　de　difficiles　conditi・ns”．・p，　cit，1），118
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された」という事実は，Robert　Mandrouの野心作Int・yoduction　d　la　FranCe　moderne，1961

の中でも実証されている（p．114－一一一p。ll6）。また18世紀に到って，長男だけの財産柑読や，財産

をより多く長子に残すため他の子供をむりやり修道院に入れることに対する怒りが盛上った時代

になっても，結婚についてだけは，父権の絶対に反対するものがなかったと，Ariさsは指摘して

いる（7）。そこで娘が父の命に服さず結婚を距否した場合はどうなるか。Javotteの場合は忽ち尼寺

に入れられるという結果になっている。⑧

　以上のように女性が男性に従属するものであり，象庭内で「一番上の奴隷として」，（D）教会が神に

仕える如く，夫に仕えるのがその天職であるとすると，家畜のように大人しく無知で従順な女が最

も理想的ということになるであろう。He！掘de　Campioiiがその圃想録の中で理想駒な妻の資質と

してあげている文章は，響さによくこの事実を反映していると思われるので引粥してみる。「彼女の斐

しさはまず10人並というところ，優しさは素晴しく，人の好さは比べものがない程，行ないは良く，徳

は完金無欠，彼女は大榔分の男達を魅するようなあの活発さを，顔にも性格にも持っていまぜん。」（le）

　この様な理想のためには，知的教育など必要ではない。　実際当時貴族購級市疑階級を問わず，

一
般に女性は教育らしい教育を受けていなかったことは，F6nelonを始め（il），　AGme　de　Main織o難，

F王eury（12）の等しく脂摘していることである。

　こうした中で，この入々の提唱した女子教育の必要は，その意味で大きな価値を持っている。

F6nelonは女達の「想際力が，しっかりした養分を与えられないため，いっも目的もなくただよ

い，好奇心は浮薄な危険なものへ強烈に向ってしまう」（13）という害をあげ，家政を立派にとりし

きれるよう，法律の認部さえ学ぶ必要があると云っている。A4”te　de　Maintenon　tま更に数学も教え

ることをすすめ，支出を計算したり収支表の作れる妻を賞めて，そういう妻は1司時に家令であり，

コック長であり，子供の養育掛であるといって夫に喜ばれるといっている。（14）だがこういう意見

や計薩は，大きな新しいものではあったけれども，然し先にあげた如く，女性は男性に従属し，

結婚のために生れ育てられるものであるという原則内での改革である点は詣摘しておかなければ

　　（7）

註　（8）

註　（9）

註　（1の

雛　（ω

註　㈱
註　（正3）

　　（1．s）

P． Arlもs：　L’E：n∫ヒznt　et　lα　▽’ie　∫≧ηniiiale　SOttS　9’Ancien　R｛多gi・；？ze，　196（），　1）． 418

Le　ROi・nan　bourgeois，　OP．　clt．　P．1011

Reyn｝er：五αFem〃zo　au　Xγ∬・siecle，1933，1〕．玉15

R。Mandrou：fntrodttctioit　d　la　France　moderne，1961，　P．114

F6ueLQm：De乏’Edttcαtξit？t　des　l7iites，　c5ap、1．

G．Sny（｛ers：加Pd・dagngie　en　FraMceα繊Xγπ・et　X　VIIIe　s諺0103，　P．16圭

F6nelon，　OP．　cit．　chap　I王

M鞘¢de　Mai1ユtenen：　41ααα530／eune，1711，　Snyders，　oP，　clt．！）ほ61
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ならない。F動elonは女性の役割の重要性を熱心に説いたが，それは「家を支えるのもこわすの

も女性であり，家庭内の凡ゆる細都を律し，それ故すべての入間に最も身近なことを決定するの

は女性である」（15）からと，あくまで家庭の細部のきりもりという役割を明確にしている。唯その

ことに大きな意義を認めているのみである。

　づゴ17世紀に既にこの一般の観念に反対して，女性が独立した入生を主張し始めていたことも

事笑である，その大きな動きは，先ず経済諭にも時間約1こも余硲のあ・）た貴族智級に見られた。

ルイ14世の従姉Grande　Mademoiselleは，結婚に反対して，　r男の人達に慶越を与えたものは結

婚なのだからL、そして瓢達を弱き性と呼ばせたものは……この従属のせいなのだから」（16）と云っ

ているが，一般にPr6cieusesどi乎ばれたこの人々が，先の：L’大原粥に輿向から反対して結婚を女

性の不幸の根尤とみなしたのは，その魎端さで眩閥の物笑いになることもあったけれども，闘題

の核心をついていて時代簿には充分な理山があったのである。甫民階級の女性の閥では，そうした

動きはずっとおくれてしか現われなかったし，また貴族の真似によって趨ったと考えるべきであ

ろう。というのは，「町入物語」の中で，Javotteは愛を打ちあけ陶られると，「それぢゃ私と結婚し

たいとおっしゃるのですカ㌔それならパパとママにおっしゃって下さい」と答え，この「癖民釣な

答え（r6po｝se　bourgeoise）で色男を戸惑わせたとある。（17）作者は，r－…　一一x－t優しいことを云われると

恋人になったと思い，恋人になったのなら，すぐ役場か司祭様の箭でもっと確かな証拠を冤せて

ほしいと思うのは，この身分の娘達の皆持っている欠点だ」（18）と云っている。この階級は結婚す

ると夫婦至って仲のよいのが理想で，Javot｛eの両親は互に人萌で《mouton，　moutolme》（19）と呼

び合っている。これは常民階級の特長でMoliさreのLes　Fe」n’ines　Savantesの中でも妻を《Ma

mie》（20）と呼ぶ轡慣が見られるし，BoileauのSatireにも《Ma　bonnne＞（21）と；i乎ぶ様子が郷楡

されている。しかしこの家庭中心の嵐潮は，18世紀に到って上流社交界にも浸透してゆくのであ

　　㈱　F6nelon，◎P．　cit．　1）．4

　　　㈱　M6enoires　de　Mmcde　Mettev〃e，　P．　P．　F．　Riaux，1886，目，P．4

　　（切　Furet三壱re：ROTnctn　bOZtプgeois，・P．　cit，1〕．9エO

　　　　a8〕　　ibkl，　P．　9王l

　l詫　　a9〕　ib量d，　P．10玉2．ヒ｛Bo藍eau　6tait，　comn｝e　FureticFre，　exasp6r6　Par　ces　ten（lresses　bQurgeoises．　LI　se

moqua量t（le　Coll）ert　qui　s’en　ren（王ait　coupal）le，　et　c’est　en　pellsE｛nt　au　ministre　de　Louis　XIV（1u’il　a

6crit　dans　la　X・satire：De　s・elltell（lre　appeler　pet孟t　Coeur　ou　mon　Boバ，　x〕ote　d’A．　Adam，　ibid．，　p．1460

　註　⑫①）・loli（＞re：ゐθ3　Femmes　Savantes，　vers　67〔3，

　　㈱　BoiletiU：Satiグ6　X，　vers　11，0eUV」’eS　oo吻！2！β5　de　BoUeatt，　Satiアes　1）．　P，　C．　H．　B・udh・rs，

玉934，　P．85
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る。（22）また逆に，17世紀のこの蒔代に，貴族階級の女性の権利霊張は，市民階級の女性に模放さ

れ拡がった。我々は次章でその実態を，当蒔の調刺文学を逓して見てゆきたい。

第　　二　　章

　17世紀の女性誠刺といえば，一番有名なのはBoileauのSαtire　Xであろう。「アルシプよ，

それでは霜がもうすぐに，結婚する気だというのは本当かい。実際何という喜びだろう，快い母の

法の下に小さな市民達が育つのを見るのは1そしてその父親を自分だと思っているのは！」（23）で

始まるこのmisogyneの738行の長い説：は，コクット，吝ん坊，変り者，女学看，プレシューズ，

偽善女と次々女性をやっっけて，先の理想から程遠い女が何と多かったのかと感心させる。女性

悪の謝刺は中世以来の伝統であるが，その具体翁な内容はやはり時代を映していて興味深い。そ

してこれほど理想から外れた女がいたというのは，やっぱり女性を無知におき，徹底酌に従順に

しようという理想自身が誤っているのではないかと思わせる。その．一例として特に注碍すべきな

のは次の・一節で，「鱈が婆るその女は，行ないに疵がなく，Port・Roya玉（24）で徳高く育てられたとい

うことだ。だがいつまでも悦楽に負けず，その入が，最初の純真を保つとは，誰が保証してくれ

るのだ3とBoileauは歌・）て，オペラや社交界や凡ゆる誘惑と世の腐敗を数えあげているσ（25）

これは余りにも世閥知らずに隔離と監視の中に育てることの危険が実際に多かったことを裏書き

している。またBoileau以外の楓刺詩を調べてみても，岡じ意見は非常に多いのである。彼と隅

じ立場のLosme　de　Monchesnayの認刺詩の中にも次の様な一飾がある。「僕のこれから婆る人は，

… 田舎で育ったいい子だと鷺っても無駄だ。…若い心がパリに来て，その無邪気さを長いこと保

てるなどと思うのかい？」（26）そしてこの作者は芝罵や役者などパリの誘惑をいろいろ並べ，「もう

貞節は町人に付物でさえなくなった」（2’）と欝っている。このように，女の悪を颯刺した詩でも，

隔離教育が大して効果がないことは認められているが，Boileauに反対して女性の味方をした颯

註　⑳　A漉s：L’Enfant　et　Ia　Vゴθfamitiale　sous　l’AnCten　R68ime，1960，　P　451

　註　㈱　Boileau：Satire　X，　vers　2，　vers　9，　vers　13－14，0p．　clt．，　p．84－85

　註　㈱　Port－Royal修道院の教育は，その厳格さで特に有名であった。　RegJement　pour　les　enfants

oo駕ρ0363ρ曜ノ’acqitetine　Pascal（17　avril　1657）を，その証明としてあげることが出来る。Blaise　Pascal：

oeUVreS　（」Los　Grands　Ecr・ivains　de　la　France），　t．　VI玉，　p．83，　sqq．

　註　　㈲　　Bo玉leau，　op．　cit，　vers　125－130

　註　囎　Losme　de　Monchesnay：Sa・　tire　I王1，　Contre　les　femme，｛tEn　valn　nous　diras－tu：㌦’Epouse

que　je　prens…C’est　une　bonne　enfant　nourrie　b　la　campagne…Et　d’ailleurs，　penses・tu，　Daphnis，　qu’

un　jeune　Coeur　puisse　a　Paris　long－temps　c・nserver　sa　cancleur？”（Les　Satires　fra？zGaises　dlt　Xγ∬・

sibcle，　1923，　t．　1王，　P．　265）

　註　⑳　’tL’h。lll・eur　l・’est　meme　Plus　l’tll）1｝E｛1・age］＆）urgeois”ibid，　P．266
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刺の中には，もっとこの教育を攻撃したものが多い。Frangois　Gaconは，そ，のSatie　contre　les

Marisの中で，忌むべきmariのtypeをあげた後で，「10ケ月来，　Port－Royalで養育され，修

道院から（まっすぐに）新婚の床にとおったこの娘が，こんな夫に長い問強い愛情を持っていら

れると思うのか。町も窩廷も彼女にもっとふさわしい崇拝者の群を提供するのに」（28）と歌って当

時の結婚のあり方を非難している。　このように女性を無知に育てて，男性に都合のいいような結

婚をさせることについての批判は，女性の側に立った意見の中で，最も多くの支持者を持ったも

のであった。　少女Agnさsを世間から隔離して養育し，馬鹿な国に会う男の話，　L’　Ecole　des

Femmes以外にも，Moliさreは，自然な愛情が両親の都合に優先すべきであることを多くの劇中

に描いている。　Tαγ’励のMarial｝eとValさreの例，　Le　1吻4θo蜘malgre　luiのLucindeと

L6andreの例，　L’AvareのEliseとVa1さ二e，　C16anteとMarlaneの例，　Les　Femmes　Savantes

のHenrietteとClitandreの例など，凡て愛し合う若い二人の者が結婚に成功するエピソードで

ある。Furetiさreの「町入物語」でも結局JavQtteは，親の都合できめられた相手を推否し，恋

入と駆落ちすることになっているが，Furetiさreはここで，どうしてこんな成行きになったか反省

を求め、新しい結婚観をのべている。「今まで余りに厳しい監視の下で隠されて育てられたので．彼

女等が世聞に出て男の人達の中に入るや否や，口説きに来た愛想のいい最初の男に，愛を感じて

しまうから」（Z9）なのであり，「好奇心のある娘に，読書が禁じられていると，かえって夢中にな

り，選択も見境もなく手に入ったものを読み，例えばL’Astreeなどがそうで，精神を駄召にし

てしまう。解毒剤をとるより前に心を捉えられてしまうのである」。（30）「だから，深窓に育てられ

て，精神を形成したり恋愛物語にも馴れさせる読書をしなかったJavotteが，こんな教育を受け

た娘なら必ず陥ちるこのわなに落ちたのも，驚くにはあたらない」。（31）そこでFuretiさreは提案す

る。「両性をおだやかに指導して，いつも互に会うようにさせ，共に仲よく馴れさせて，しかしや

っぱり晃張りの賛はつけておいて，それを敬わせ，慎ましさを保たせ，放縦を斥けるようにする

がいい」。（32）これは今日でも逓用しそうな立派な意見である。

　実際の結婚は減多にこの様には行われなかった。そこから結婚は女性を束縛するものだ，と結

婚そのものを否定する意見も出たわけで，Gaconは次の様に歌っている。「貴女でなくても他の娘

が，自分の自由を売り渡して，子孫の心配をしてくれる。…だが貴女は愛に仕える奴隷になって

　註　㈱　くくEt　qu1　depuis　dix　ans　nourrie　h　Port．RoyaしApass6　du　Parloir　dans　le　lit　Nuptial，　Puisse

garder　longtemps　une　forte　tendresse，　En　faveur　d’un　Mary　d’une　si　rare　espece，Ωuand　la　ville　et　la

Cour　pr6sententムses　yeし芝x　Des　flots　d’Adorateurs　qし三l　la　m6ritoient　mleux？”ibid。　p．240

　註　㈱　鋤　（31｝｛32｝Fureti6re：Ro”襯∂oztアEleois，01，．　cit．　Pほ006
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夫の鎖につながれたりはしないだろう。屈辱的な習慣の不正を受入れ，貴女の心や財産を彼の犠牲

にしないだろう。」（33）また，Louis　Petitの誠刺詩を読むと，次の様な考え方も流行したらしい。

「アルミドは恋をする。それが流行だということだ。たった一人の情人を心に受入れるのである限

り，名誉に反するものではない。…欠点だらけの入間を，嫌々夫と与えられたのだから，（と彼女

は更に云う）。私は一入の情入をつくり，その人に患実になる。情人は私の選んだ人だから，つま

りは私の夫でないか？」（34）更に翫πθde　CaTacte？’esの作者は，　V女達は央とは偶然にまかせて

結婚する。構人は選択する」㈹と云っている。　これらの講刺は何れも，轍の腐敗を歎いたもので

はあるが，その裏に私遠は，選択の権利，選択の重要性という全く新しい考が，大きく流行しは

じめていたのを，垣間見ることが出来る。

　そしてMoliさreやFuretiさreにも兇られたように，すでに多数の味方を持っていた考え，結婚

が両性の愛情によるべきであるという考えは，当然若い当人同志に選択の権利を認めるという結

論へと導かれて行く筈であり，やがては父親の絶〕，’，ij’権の否定へ向い，また女性に選択するだけの

力を認めるという意味で，女姓の無能力の否定へと向うべきものであった。Furetlさreの小説の中

で，Javotteの父は既にこのことに気付いて云っている。　rどんな風に結婚させたらいいか論議す

るのはやめにしよう。侮故ならそんなことをすれば父親の権威が危くなるから」（36）と。やがて，

Encyciop6distes達が，青年達のために，彼等が自分自身で結婚をとりきめ，椙手を選ぶ権利を要

求し，父権の緩和を求める時がやって来る。（3？）Voltaireが載る娘の雷葉として「母は私を，自分

のことは自分で考え，いつか葭分で炎を選ぶだけの力があると信じていました」（38）と云わせる時

が来るである。La　P6dagogie　en　FranceαZtX　XV∬e　et　XV　IIIe　si6clesの著者は，18世紀の

この動きについて，「この様な選択の自曲，選択のこの様な意志は，別な教嘗一若い娘に自分のこ

言雲三　　（き＄　　Les　Satξres 　fran（：a・i　ses　dZt　XVIIe　s乞6cte，　1923，　£。王1，　p． 239

　　　〔3勢　qくArmide　fait　l’amour，　et　dit　que　c・est　la　mode，　Qu，un　commerce　galant　Il，est　point　contre

i’honneur，　Pourv負qu’un　seul　amant　soit　reg負d託ms　le　coeur．¢曜Malgr6　vous，　poursuit－elle，　un　6poux　oD

vous　〔玉onne　玉）e　（王ui　mille　deffauts　composent　la　Personne，　Un　jaloux，　un　tyran，　qu至vous　f〔lit　enrager　；

Le　coeur　dans　ce　chagrin　cherche　b　se　soし芝lager，　Alnsl，　pour　addoucir　ma　pelne　trop　cruelle，　J，ay

conquis　un　alnant　h　qu圭　je　suls　fidelle．　Puisqu’il　est　（le　mon　choix，　n’est一三l　pas　lnoll　6Poux　？　”（」Les

Satires　de　Louis　Petit，　Satyre　XII，　Contre　la　mode，1684，1）aris，　Cabinet　clu　Bibliop｝iile　1883，　p．1玉4）

　註　（35）㌦es　femmes　prennent　un　mari　au　hazard，　elle　font　choix　de　P　Amant”（」．　Brillon：Sittte

des　Caアact　2Yes　de　Tゐeo」ウhraSte　et　d（es　Pens4es　de　ノレf「　Pasca1，　1698，p．　118）

　註　劒　Furet沁re：Roman　bOttrgeois，　OP，　ci亡．，P，ユ｛）14

　註　㈱　G．Snyders：op．　clt．，pβ20

　註　㈱　Voltaire：1，’Edttcation　des〆i〃es，三u　Voltaire　l　INf（’langes．　Biblio｛h的ue（le　la　I）16iade，　P．445
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とは自分で考えられるようにする教育一一を要求する」（39）と述べているが，女姓に一つの人格を認

め，結婚を自己の選択によらせるということと，女性に男性と同じ判断力を認めること，そこか

ら，一切の知的教育を不可能でないと考えることとの聞には，実際大きな距離はないのである。

　しかしながら，女性がものを知るという喜びそのもののために，教養を深め学問をするという

ことについては，まだこの時期には，結婚の自由について程多くの味方を得られなかった。特に

市民階級の女性のこうした傾向についての反対は多かったようで，結婚に関してあれ程リベラル

なMoliさreがLes」Femmes　Savantesで1よ，家事を取締らないで学問に熱中するブルジョワ・・’

ズを手酷しく椰楡している。Boileauも，「始めに槍玉1こあがるのは誰だろう。ほらRobervalが

尊敬し，Sauveurが出入りするあの女学者」（4°）と，その楓刺爾を始めている。　MoliさreもBoileau

も当時の裕福な甫民階級の女性で最も才気換発なMme　de　la　Sabliさreをねらったものだという評

判であっ允。女性はもし深い知識を持っていても，出来るだけそれを見せないのがよいとされた

わけで，「町人物語」には，市民階級のサロンで行われた次のような会話がある。

　「私の持っています一番大ぎな情熱は，（とHippolyteが云った）本を書くことですの。それ

が男の人を羨ましく思う唯…つの点ですわ。あんなに沢山の本を書く人がいるのですもの。こう

いうことが易々と出来るのは男控だからだと思われますわ。」「その為に男になりたいと思うこと

はございませんわ。（とAng61iqueが答えた。）女だって何時でも随分立派な作品を作っていて男

を羨ましがらせることも出来る位ですよ。」「それはそうですけれど，（とLaurenceが云った）立

派な本を霧く女の人は，それを罪みたいに隠すのですもの，つまらないのを書く人ばかり噂の種

になっで世間の物笑いになるのよ。どっちから云っても，私逮女には大きな名誉にはなりません

わ。」（41）

　Losme　de　Monchesnayの楓刺詩にも，作象の妻を持った夫こそ不幸なれ……というのがある。

「彼女がCirusやMandane（42）を下書きしている時，門外漢のその夫が一一Trでも姿を現わすや，

妻は忽ち悲しい声で叫ぶのだ。一私はヒーローを求めていたのに，現われるのは町人だわ。」㈹ま

　蕎主　　傷窃　　iblcl．　P。315

　註　　包Φ　　Bo三leau；　Satire　X，　vers　425sqq．　oP．　cit．　P．97

　護主　　｛41｝　　Furetiδre　：　Roman　bour8eois　oP．　cit：．　P．972

註　働　何れもM玉1e　Scud6ryの有名な小説Le　Grand　Cyrz‘sの主人公，　CyrusはPrince　de　Cond6

を，Manda職eはMmc　de　Longuevilleをモデルにしたと雷われている。

　註　㈱　Les　Sat’ires！francaises　du　X　VUe　sibcle，1923，　t．11，p．275
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た「生意気な下男の図太さを叱らねばならぬ蒔，彼女は怒りを，タッソナの書葉でぶちまける」（44）

とか，「立派なフランス語でわが妻にやさしい言葉を云お5なら，彼女等の頭では，それが町人を

自任することになるのだ」（④と歌って外国語の教養を笑っている。・Sxite　des　Cαracteres学こも，

「才気振ることなんて，町入女に似合うだろうか？欝葉について洗練し，小説のことばかり話すな

んて」（45）というのがある。

　以上の手に入る例は実際に流布した楓刺のごく一部に過ぎないけれども，如何に市民階級の女

性の教養が椰楡されたかを示している。しかし逆にいうと，これらはまた，この階級の女性逮の

活躍が誠刺家達の凱こ余る大きな社会現象になって来たことを説明しているとも歎えるだろう。

La　BruybreのLes　Caract　bresを読むと，どんなに彼女達がその階級自身の隆盛に伴ない，富

と時間の余裕を得て貴族風にサpeンを開き知識を身につけ始めたかが随所にうかがわれる。「町人

が勉強し始めた。王国の内外で。政治を研究し，やり手になり，政略に長け，国全体の長所と弱

点を知り，もっといい地位につくことを考え出し，地位につき，上へ昇り強巻になる。」㈹その妻

はサロンを開き「コンサート，イリzaミネィシuン，機智ある欝葉，舞踊会，宴会だらけ，そして

主人はこの悦楽の場所に殆んど姿を現わさず，たまに騒ぎをけなそうものなら，；町入，見かけ倒

し，下司根生と呼ばれるのだ。」（47）何れにしてもこうして市斑階級が知識を身につけ始めた時，教

養ある女性の数は，それが上流の栓交界に独占されていた時よりずっと多くなった筈である。こ

の現象は既に世紀中頃から始まっていたらしく，Reynierは次の様に指摘している。女性達は，

社会生活において男性にのみ留保された権利を分け与えられる見込は全然ないが，知的領域にお

いて「凡ての人において等しく，各自に完全に存在する理性」を開発して，男性と肩を並べるこ

とは自分達にも禁じられてはいない，ということを見てと・♪た。この思想は常により広く拡がっ

てゆき，デカルト哲学がその儒奉者を増すに従ってこの主張は理論的には男女の教育の李等な可

能性を示し，女性が知識を増やすことについても徐々に味方を多くして行ったのである。1660年

以後周鵬の状況がこうした知的発展に好都合になった。即ち1660年頃「フランスは，ZF穏を取戻

した王国内で富の一般的発展が大多数の家庭に余裕を生じさせ，娘や若い母競達を，最も束縛的

な仕事から解放し，大きな暇な時間を彼女等に開いた」という。（48）

註　㈹　2ケ所ともibid．　P．269

註　　｛45｝　　∫，Brillon　：　op．　cit．　p．　124

註　｛46）　La　Bruy壱re：Les　Caract2γes，　Des　Grands，24

註 く47｝La　Bruy趨re二Les　Caract2res，

註　1姻　Reyn三er：oP．　c三t　P．117
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　こうして17世紀を通じて，どの教育論鷺も，家庭を持つためでない高度の教膏を女性に与える

ことを…切認めていないにも関わらず，女性自身の間の知的教育の欲求と，女性に男性と同じ知的

能力を認める風潮は相当大きくなること力咄来たのである。ところで知識欲はあっても女性は正

規な教育を受けられなかったのであるから，どんな風にして宙分を教育して行ったのであろうか。

幾人かの人達は，自分のサPンに学渚を紹いて，勉強の手ほどきをしてもらった。先にあげたM躍

de　la　Sabliさrsの伝記にぱ，彼女が「秘かに」（49）最も著名な数学嶺のレッスンを受け，有名な

Frangqis　Bernierがパリに帰って来た時には彼女の家に寄宿し，東洋学者Barth61emy　d’Herbelot

に出合ったのもそこであった。　Bemierは彼女に　「榑物誌や解剖学を教え，デカル1一の理論や最

も難解な哲学体系をわかりやすく説明してやり，1675年彼女のためにあの秀れたAbregg　de　la

PhilosoPYtie　de　Gassendiを著したのだという。　しかしこのような例は最も恵まれた小数に限ら

れていた。その他の多くの女性達の要求に答えるため，Gazette　de　Franceの創刊者Renaudot

は，毎月曜開かれる講演会を組織し，1632年から10年間大きな盛況を見た。またその後もこの種

の講演会は盛に行われて，Louis　de　Lesclacheや，　M．　de　Launayや，　Fontenay，　J．　Rohault，

L6mery，　Sauveur，　Duverneyといった人々が，「極く一部の上流社会のものでしかなかった哲学

や科学の教養を，相当数の女性に与えることに貢献した。」50）勿諭，18世紀に入ってこの動きは長

足の進歩を示すのであるが，その始まりは既に17世紀に見られるのであり，Fontenelleの

Entrt　ie）fs　sur　la　PIZtralit4　des　mon（lesは，この風潮の翻始者ではなく，　その一般階を示すに

すぎないとReynierは云っている．こうした動きに糊唆って，女性に男性と同じ知的能力を認め

る思想も活発になり始めた。18琶紀に至ると，Montesc；uieuが，両性のZF等を認反），女性が税実

に劣っているのは，その社会的条件と無教冑にあると指摘するが，既に1673年，Poulain　de　la

B蹴eはDe　L’Egalit　

e　d¢s　d．¢tvx　sexesとDiscoし［rs　Physique　et”moi・ale・oit　1’on・voit臨ゆoγ重伽ce

4θSθdefc〃θご1θSカγの‘9窃を，翌年Dθ1’Edzecation　des　O砺ZθS　POZ｛r　la　condttite　de　t’esPrit

dans　les　scienCeS　et　dans　les　MOeUrSを，発表して，強力で，明確な体系を女性擁護論者に与え

ている。世紀朱に近ずくと，こうした思想がそれ程特異なものとしてでなく受入れられ始めたら

しいのを我々は次の例で見ることが出来る。　却ち，女性については，保守釣とされているLa

Bruyさreさえ次のように云っているのである。「一体どんな法律が，～体どんな勅令が，彼女等に

禁止した？＃1を開いて本を読み，読んだものを覚えておいて，会話や作隷こ現わすのを？　反対

註　㈹　Menlot　d’Elbenne：MadaMe　de　la　Sablibre．　Par三s，1923，　P．72　sqq．

註　（5①　Reynier：OP，　cit．　P．165
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に，何も知らぬというこの習慣に腰落ちつけたのは彼女等自身だ。」（51）…そして種々その理由をの

べた後，とに角この点で女達が劣るのは男にとって幸だと皮肉っているが，「もし知識と賢こさが

一
人の人に備わるなら，私は男女を聞わず讃美する」（52）と鷺明している。S瀦6　des　Caracteres

の著春も，「好奇心は女の鰯点，だが我々にその弱点が，より少ないとは思えない。女達はもう一

度云うために知りたがり，男達は繰返すために学びたがる。我々は似たりよったり，互に非難す

るのはやめにしよう」（53）と云っている。

　時間の余裕を得た市民階級の女達の知的欲求が，実際に博識な女逮を育て，この様な男性の反

省を促し，李等の観念へと時代を進めて行ったのだろうか。或はそれ以前に隠された原因がある

のだろうか。　この時代の市民階級の女性のおかれた地位の経済的基盤を調べ，表面に現われた現

象の理由を求めることは，今後の問題になるであろう。

　以上，17世紀の市民階級の女性のおかれた地位を明確にし，わずかながら次の時代へ向う薪し

い考え方の動きを求めてみた。第一章では，当時の女性観の二大原鋼一女姓の役害1は家庭にある

こと，父，夫に絶対に服従し依存すべきものとされていたこと一を贋かにし，結婚は一切本人の

意志なしに行われたこと，教育はそのため，娘を世間から隔離し，無知の中に育てるのが理想と

されていたことを，風俗小説，劇，教育に関する論文などによって調べた。

　第二章では，主として誠刺詩を材料としながら，この二大原則から多少ともはずれる現象を求

め，新しい思想を求めた。　この場合調査の苅象を結婚と教育に分けた。結婚については，女性を

隔離して育て，競の意志で結婚させる制度には，手酷しい批判が見られ，当人同志の恋愛に基礎

をおき，女性にも夫を選択する自出を認める新しい思想が，Moliさreをはじめ，多数の作責の中

に相当強力に存在したことがわかった。次に，女性にも選択の姦1を認めることから，女性の知的

教育の可能性へ進む道は，まだそれ程開かれていなかった。しかし調刺の対象となった余りに多

くの実例から，市民階級の女性の閥に知的要求が非常に高まっていたこと，またそれに応えてい

ろいろの試みがなされたことが明らかにされた。このようにやがて18世紀のすぐれた思想家の許

に現われる種々の新しい女性論は，その生れるべき基盤を徐々につくりあげており，既に17世紀

にその繭芽が見られるのである。

　　註　㈲　La　Bruy6re：Les　Caractbres，　Des　Femmes，49
　　註　　＄2）　　ibid。

　　註　（53）　ccLa　curlosit6　est　le　foible　du　sexe，　je　ne　trouve　pas　qゴelle　so玉t　moins　le　n6tre．　Les　femmes

　veulent　t◎Llt　sgavoir　pour　le　reclire，　nous　voulons　tont　apPrendre　pour　le　repeter；nous　s◎mmes　tantき

　tant，　ne　nous　reprochons　rien．，，（工　］Brillon　：　op．　cit，，　Pユ30）

なお，容易に参照畠来ると思われるtexteについては，原文引絹を差控えた。
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